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浅間山の「融雪型火山泥流」を確認しましょう

　浅間山は噴火警戒レベル1（「活火山であることに留意」）ですが、改めて、積雪
期に注意すべき融雪型火山泥流について知識を身につけ、万が一に備えましょう。
　「融雪型火山泥流」とは、山頂に雪が積もっている時期に、噴火で高温の火砕流
などが発生すると、その熱によって火口周辺の雪が解け、渓流沿いの土砂や樹木
と一緒に泥流となって斜面を高速で流れ下る現象です。融雪型火山泥流は発生
すると約15分以内で居住区域内にまで到達すると想定されています。そのため、
町からの情報伝達前に融雪型火山泥流が到達する可能性もあります。
　融雪型火山泥流の範囲内やその周辺に暮らす皆さまは、噴火を察知した際は、
自らの判断により、早めに避難してください。

　詳細は、昨年全戸配布した「浅間山火山防災マップ」に掲載していま
す。被害が及ぶ範囲の確認や、火山現象に関する情報を確認いただき避
難の参考にしてください。「浅間山火山防災マップ」がお手元にない場合は、
総務課情報防災係（14 番窓口）までお越しください。

融雪型火山泥流のイメージ

①噴火
高温の岩塊や
軽石が噴出

②火砕流
数百度の高温
時速100㎞
近い速度で流走

③融雪型火山泥流
雪がとけて土砂等と一緒になって時速60㎞近い速度で流下

町内の融雪型火山泥流の影響範囲（浅間山火山防災マップより）

　噴火後の土石流
や融雪型火山泥流
に備えるため、国
土交通省の浅間山
火山噴火緊急減災
対策事業により、
町に関連する箇所
でも工事が進んで
います。
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国による対策工事の様子

【避難に関する心得】
●危険箇所を通らず谷から離れ、近くの高台等
へ避難する。
●屋外に泥流が到達している場合またはすぐそ
ばまで迫っている場合は、屋外には出ず建物
の2階以上に避難する。
●近くに高台等高所がない場合は、泥流に耐え
うる丈夫な建物の高いところ（2階以上）に避
難する。


